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　　　　　　　　　　緒　言　　　　　　　　Ctれ｝．Eより樹脂の構造，交鱗の結合撒の糎に何

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らかの承唆を懲んとするものである。

　薯者の一一人北i条iま1951錐以来’1⊃H滴矩i曲線をイオソ炎

欄麟髄融副1・仔凱として繊漁、櫛Eの　　　　　案験の部
イ・け謎換樹脂の｝隔剛i？iいた。　．　　　　　（1）　P－－7　：ノールスルホシ酸の含成

　この際ナルガチツトA（パヲw7　：1：ノールスルホソ酸フ　　　　この化含物の合成｝5；出来るだけParaの化含物のみが

・トルムγルデヒド樹脂）のpH滴勘Hl線にお、・てpr－r　純粋に響られる反I」il条件蝋り人れて行つ敦，。層（・）c・，

が7以上の曲線部にb・猷の存在する製瑠めた（・）こ　　ッれムフ，げヒドとの蕃齢反応｝：よオルガチツ｝．’AcD

の曲線のbreakはソエノールの一・t　O庶によるものと考　　　製鷺条件（のに従つデヒ。

えた。その後の拠験から　pH＝7以上の曲線における　　　（2）pH滴定曲線

b「ea・k　1難…ケ所鋤で嚇・忙とが伽激・・このpl’I　d・は醐（物融螺服・．．この際峨塩としで

が7以．ヒの部分におけるb…kが樹脂の1繊と俺らか　堀ヒカリュームな」ルカリとして1〈OEI，　N・OH皮

の関係があるのではないかと懇え袴に灘つたのでこのP　　びとれらの瀧喬物を粥いた。

一『7エノ陶ルスルホン酸ツォルムアルデヒド樹脂のpH．　　　pH滴鑓i麟線の描ぎガに｝歌連続独と下速続法とのこ方

滴定曲線の醇検討を行つた。・　　・　　　　　　　　法ぶあるがpH　・7以五におげる曲繊変化を求めんとず’
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御で後者に焔の鮪利であるから（のこれに伽た・　　・　　結．・論

　　　　　　　　実繍果及び螺’．．　』P一凋一ル…礪・－A一ルムア・励・樹ゆ

t，Jれの場銚pH　2－3附近の一SO、1堪に脳する　pH瀧　1㈱・於L・てpKが7∫壮の部分に収とも：’：・：

部分は同型の曲線となつて居りpH寂7以上の曲椒には　　つのbreakヵミ存在する。とれは解離甑数のそれ・それ興

大体2ケ所にb・・a1・の存棚一る鋤聰めら牙しる。こ札　つた基カミ擁するものと考えら牙Lる。

は申性塩が存在する場合に一層顯著となる。FHの低い　　・この様な変1ヒtkPt在する一〇Hと一SO直暴がある将

一一
rO3H基に相当する部分は問題ないが，　pH＝7以上に　　別な立体｛資繊をとる時に相互の解離に影嬢獺｝ご及醸してい

於いてbrealcの現れるの轍，この附近に相轍する解離　　　嶺ので砥ないかと患われる。

慣数を存する基が存在する騨な示している。　　　　　　　　この様な作用摩これ等影響を与えている購の距離に依

’然し乍ら存在する、と獣られる解離蜘一S・、既一　i）rJ〈SN”く袈1けるものと思沸る・
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このb，，akに関して瀦は次の女口き推融下した。　ω小田請水・材ン懲樹”旨
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ると，すれば樹脂が製造される際に二これら∵；つの慕の：itmbc　　　　　　　　　　　I　Summary
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